
「主体的・対話的で深い学び」をどのように創造していくか？

美術館で行われている「対話的鑑賞」を小中学校の授業で展開しようという試みが行われ

ています。あらかじめ用意された「正解を教える」のではなく、「問い」を出し、「どこからわ

かる？ どうしてそう思う？」とふみこみ、対話を重ねながら考えを深め、子ども自身が自分

の答えを主体的にみつけていく。こういう授業をどうつくるかを一緒に考えてみましょう。

日本福祉大学

教育実践研究センター

「 対 話 の ある授 業 の 創 造 」
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開会挨拶

発題講演
「美術館発『対話のある授業』のススメ」
鈴木有紀（愛媛県美術館学芸員）

学部教員によるコメント
板垣賢二（日本福祉大学 子ども発達学部）
松下明生（日本福祉大学 子ども発達学部）

意見交換

まとめ
山本敏郎
（日本福祉大学教育実践研究センター長）

閉会挨拶

美浜キャンパス 410教室

URLもしくはQRコードより申込みフォームにアクセスの上、必要事項をご記入ください。

参加
申込

日本福祉大学 教職課程事務室 教育実践研究センター担当　TEL：0569-87-2218（平日 10：00～17：00）　Email：kyo-jissenjimu@ml.n-fukushi.ac.jp

〒470-3295　
愛知県知多群美浜町奥田会下前35-6
名鉄「知多奥田」駅より徒歩すぐ
※公共交通機関でお越しください。

申込みフォーム

2019年11月4日 13：25～14：55

（月・祝）

プ ロ グ ラ ム

お 問 い 合 わ せ

https://www.n-fukushi.ac.jp/crep/form/191104/

申込み締切 10月31日（木） 17：00まで ※事前申込みなしでも参加可能ですが、
　事前準備のためご協力をお願いいたします。

参加
無料

《第3回オープンカレッジ》

講師 鈴木有紀氏の著書
『教えない授業』（英治出版）

当日は、学校教育を学ぶ本学学生とともにディスカッションにご参加いただき、

授業研究についてともに考えます。



教育実践研究センター
“チーム学校”時代の教育・保育実践を強力にサポート。

［  日本福祉大学 教育実践研究センター   ］

日本福祉大学

3つの部門で多彩な活動を実施しています

教育・福祉・心理の多職種連携を推進

学校福祉部門

日本福祉大学教育実践研究センターは、①教育者・保育者の資質向上のための講座、

②教育保育に関わる研究成果の発信、③教育保育現場の課題解決に向けた支援・連携

の拠点をめざして開設されました。

教員とスクールソーシャルワーカー、スクールカウンセラーなどと

の多職種連携を推進するための実践モデルの開発や各種講座など

を実施します。

大学教員の派遣など学校教育への協力

授業研究部門
地域の小中学校・高校・特別支援学校における教育実践研究に対

して、本学教員の派遣を中心とした支援を行います。また高校に

おける高大接続に関わる教育に協力します。

保育実践の協働的探究 

保育実践研究部門
保育所／施設保育士、幼稚園教諭など、保育専門職に求められる

実践研究を支援します。保育者が日々行っている実践を振り返り

つつ、保育実践者と協働して保育実践の探求に取り組みます。

日本福祉大学は、教員・保育士の養成に長年にわたって力を注いできました。また社会

福祉士や臨床心理士といった教員・保育士と連携する専門職養成の実績も豊富です。

2018年4月に開設した教育実践研究センターではこのような本学の実績を活かし、

教育保育現場の先生方の課題解決や資質向上に役立つ支援活動を展開します。

〒470-3295 愛知県知多郡美浜町奥田会下前35-6
TEL：0569-87-2218（平日10：00～17：00）　

E-mail：kyo-syokujimu@ml.n-fukushi.ac.jp
（教職課程事務室内 教育実践研究センター担当）
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＊オープンカレッジなどの企画については随時ホームページ等でご案内しています。

https://www.n-fukushi.ac.jp/crep/index.html


